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本学歯科診療所における訪問歯科診療の実態調査
一訪問件数の動向および患者側からみた訪問歯科診療の評価一
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高齢者対策強化の目的で策定されたゴール ドプラン (高齢者保健福祉推進10カ 年戦略)は ,当 初予想 よ

りも高齢化が進んだことから1994年全而的に改定され,新ゴール ドプラン (高齢者保健福祉計画)と なり,

2000年 4月 以降はいかに活力ある社会を作ってい くかを日標に,在宅介護の充実が図られてきた .

本学開学から,附属診療所では訪問歯科診療に取 り組んできた.高齢化社会の進展にともない,高齢者を

取 り巻 く環境は変化 してきた.そ こで,長年に渡って取 り組んできた訪問歯科診療の件数の推移 と,本診療

所の訪問歯科診療に対する診療先の施設の職員および患者家族の満足度について調査 した .
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I.緒 言

陛界のどの国も経験 したことのない急激な高齢化

が進む我が国で,歯科医院に通うことのできない患

者も加速度的に増加 しており,訪問歯科診療の需要

は今後ますます拡大 していくことが予想されてい

る.高齢者対策強化の日的で1999年 にゴール ドプラ

ン211高齢者保健福祉推進10カ 年戦略)が策定され

て以来.我が国では介護サービス基盤の整備,介護

予防,生活支援等が推進されてきた.ま た2000年 4

月の介護保険制度の導入で生 じる新たな需要に対応

するため,新 ゴールドプランは,その柱として在宅

介護の充実が策定され,いかに活力ある社会を作っ

ていくかを目標にすすめられた.

本学附属診療所では開学以来,20年以上の長きに

渡 り訪問歯科診療に取 り組んできた。そこで今回,

我々の行っている訪問歯科診療が自立支援や介護軽

減にどのように寄与しているかについて,訪問件数

の動向の把握および訪問診療先の施設・居宅におい

て介護を担当している施設の職員,患者家族に対す

るアンケートの実施によって,本診療所の訪問歯科

診療に対する満足度を調査したので報告する.

Ⅱ.対象および方法

方法 :

1)訪問件数の動向

対象および調査期間 :MIC製 レセプ トソフト「パ

レット」データ (経理資料)お よび介護支援センター

原稿受付 :2018年 3月 30H,受理 2018年 6月 27H

連絡先 :〒 950_2086 新潟市西区真砂3-16-10 明倫短期大学附属歯科診療所 市川伸彦 TEL025_232-6361



96

の記録から抽出・集計 し,H14年度からの14年 間を

対象 とした.ただし,本学附属の介護支援センター

についてはスター トして日が浅いのでH26,27年度

の 2年分とした.

調査内容 :

(1)外来,訪問診療別の延べ患者数

(2)訪問診療における施設,居宅別の延べ患者数

(3)介護支援センター経由の患者数

(4)歯科訪問先実施設数

2)患者側からみた訪問歯科診療の評価

対象 :現在,当診療所が訪問歯科診療を行っている

14施設の介護担当者20名 と居宅の家族10名 .

調査期間 :平成28年 10月

調査内容 :「訪問歯科診療におけるアンケー ト」と

して,(1)口腔ケアをする介護者の負担の変化,(2)

口腔機能の変化,(3)訪 間歯科診療の継続希望の有

無,(4)訪 問歯科診療への評価 (自 由記述 3項 目)
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無
ヽ
¨

13′ 500

につ いて,選択・記入式 の ア ンケー トを実施 した

(図 1).

結果

訪問歯科診療の患者数 とその内訳を図 2.3に ,

介護支援センターからの紹介件数を表 1に 示す.外

来患者数は調査期間を通 じて,ほぼ同程度で推移し

訪問診療におけるアンケート
該当する項目に●を.お つけ下さい また.こ 自由なご意見をお間かせ下さ_

1 回腔ケアをする介護者の負担の変化について

0軽 減した  ②変わらない  C増加した  ④分からない
2.口腔機能の変化について

0改 善した  ②やや改善した  0改善しなかった  0分からなしヽ
3 歯科訪間診療の継続について

①希望する  ②希望しない  O治療が必要な時だけに限る
4 (自由記述)

①訪間歯科診療を受けて良かつたと思う事
(                             )

②訪間歯科診療を受けて悪かつたと思う事
(                             )
0訪問歯科診療で改善してほしい事
(                             )

図 1.調査票
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図3.訪問診療延べ作数の内訳 (居宅と施設)
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図 2 外来 と訪問診療の延べ患者数
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平成26年 度 12

平成27年 度 20

平成28年 度(6ヶ 月) 26
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表 1.介護支援センターからの紹介件数

1-①軽減した
   1_②変わらな0

2-①改善した
2-②やや改善した

1-0増加した

2-0改善しなかつた
  2-0分からなレ

ている一方,訪問歯科診療患者数は増加しているこ

とにより,合計患者数の伸びは訪問診療に依存して

いるといえる.ま た,訪問歯科診療の患者数はH17

年に大きく伸びているのに対し,訪問先施設数は大

きく変わらないことから,訪問歯科診療の強化とし

て原則的に施設には週に 1回 の訪間を行っていたこ

とや訪問歯科診療に対する精励金制度の確立が訪間

歯科患者数の増加の要因であったと思われる。今後

は訪問歯科診療の件数はますます増加 していくこと

が予想されるので,訪間歯科診療の質の維持を図る

必要がある。

アンケー トの結果を図 4-6に 示す.ア ンケー ト

の回収率は100%で あった.口 腔ケアをする介護者

の負担の変化については,「 増加 した」と感 じる者

が17%であり,日腔ケアについての意識の向上から,

細かく口腔ケアをすることで介護者の時間的な負担

が増加 したことが推察される.口腔機能の変化につ

いては,「改善 した」と「やや改善した」を合わせ

て86%で あり,訪問歯科診療の継続についても,「希

望する」が87%で あったことより,介護者が訪間歯

科診療を受けて満足 していることが示された.ま た,

訪間歯科診療についての意見として,「 高熱が出な

くなった」「日臭がなくなった」「食事量が改善した」

といった患者の状態の改善を評価する意見や,「 口

壬ケアのテクニックや竹製品など開口器の使用法を

章 |:|た い」といった,訪間歯科診療によって間接的

|こ 介護者側の意識の向上が図れたことを示唆するも

.⊃ があ ,́た .

Ⅲ.考 察

全国tF)訪 門歯科診療の実施件数は,2013年 6月 の

1ケ 月平均41人から2015年 6月 には平均53人 に増加

している.現在.在宅療養支援歯科診療所 (平成20

年新設)は全歯科診療所の9%しかなく,訪間歯科

診療を実施している歯科医療機関も全体の約20%程

度である
11.し

かし内訳をみると,実施件数が非常

に多い歯科診療所が存在していることより,訪問歯

科診療の提供体制が二極化 していることがわかる。

図4.口腔ケアをする介護者の負担の変化
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図5.口腔機能の変化
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3-①希望する
3-②希望しない

3-0必要な時だけ

図6.訪問歯科診療の継続

本診療所は訪問診療の実施件数が多い数少ない歯科

診療所の一つであることにより,増加する訪問診療

需要に対応し地域貢献ができていることがわかる.

また,訪問歯科診療を実施したきっかけについて

は,入居施設からの依頼が42%であるのに対 して訪

間診療実施医師や訪問看護ステーションからの紹介

は少ないことから
2),今

後はケアマネージャーとの

連携をよリー層緊密にする必要性が示唆された。

患者の満足度の調査結果より,多 くの患者および家

族が訪間歯科診療に満足していることが推察された。

要介護状態になっても歯科治療を受けられるとい

うことを実感できるように周知することも重要
3.4)

ではあるが,要介護状態にならないようにするため

のフレイル (虚弱)の予防とオーラルフレイルの防

件数

(実数)

介護支援センター

ケアマ不担当
外来→往診

璽居宅 饉施
=

艤居宅
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止を,健康な時から保健指導するということが根本

的な解決法であると思われる.そのためにも訪問歯

科診療の実績を積み重ね,多 くの人に認知してもら

うように,講習会の開催などを積極的に広報するこ

とも必要不可欠であると思われる.

今後は訪問歯科診療を受診した後の歯科保健に対

する意識変化についても調査し,訪問歯科診療につ

いてのPDCAサ イクルを回していくことで,在宅で

も安心 。安全な歯科医療を提供するための確実な取

り組みをよリー層推進していきたい。また,継続的

な口腔管理の重要性を療養者や家族が納得 し選択で

きるように,講習会などの機会を積極的に設け随時

情報提供していくことで,地域社会に貢献していく

所存である.

Ⅳ.ま とめ

本学歯科診療所における訪問歯科診療について,

患者側は概ね満足されていることが分かった。
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